
コウチュウ目エンマムシ科 石川県カテゴリークロアリヅカエンマムシ 情報不足

なし国カテゴリー

北海道、本州、四国、九州に分布するが、その分布は極めて局所的である。
国内分布

能美市鍋谷の蟹淵付近で2004年６月に採集された１例が知られるのみである。
県内分布

体長2.1～2.5mm。全体黒色で体表には長毛を持つが、一部には欠くものもいる。各脚の脛節が強く平

圧されていて幅広く、特徴的な外観を呈している。
形　　態

全国的に記録の少ない種で、石川県でもわずか１例が知られるに過ぎない。
選定理由

アシナガアリ Aphaenogaster famelica Smith と共生関係にあることが報告されているが、詳細な

生態はまったくわかっていない。
生　　態
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詳細は不明である。
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